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★☆令和５年【年間】結果☆★ 

2023 年 1 月～12 月「沖縄リゾートウェディング」の実施組数は、対前年比 120%（3,665

組増）の 22,095 組となり、本調査実施以来、過去最多を更新した。内訳は国内組数

が対前年比 117%（3,128 組増）の 21,543 組、海外組数は対前年度比 3,680%（537 組増）

となり、昨年の実施数 15 組から大きく増えて 552 組となった。 

 

調査方法：沖縄リゾートウェディングを取り扱う県内関係企業 63 社を対象に調査を実施。このうち

回答のあった 43 社の数値を集計。 

令和６年５月 31 日 

沖縄県観光振興課 

 

令和５年 【年間】 

沖縄リゾートウェディング 22,095 組 
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１.沖縄リゾートウェディングの定義 

「沖縄リゾートウェディング」とは、県外及び海外に在住する新郎新婦が、沖縄で

ウェディングを挙げることを目的に来県し行うウェディングのこと。この調査では、

チャペルウェディングだけではなく、フォトウェディングやビーチ・レストラン・琉装

ウェディングなども調査対象に含めている。 

 

２. 傾向  

・令和５年は、新型コロナウイルス感染症に関する行動制限の解除に伴い、国内のみな

らず、海外組のウェディング実施が増え、令和４年に引き続き実施組数が大幅に増加

した。 

・総実施組数は 22,095 組で過去最高を更新した。 

・本調査に新規参入した事業者の回答により、実施組数が増加し、実数の把握に近づい

た。 

・外国人旅行客の往来増加に伴い、海外組のウェディング実施が増え、海外組数は 552

組であった。 

 ○香港 305 組 

 ○台湾 138 組 

 ○中国  60 組 

 ○韓国  9 組 

 〇その他 40 組 

・月別の実施組数では、夏場（７月、８月）を除くすべての月で前年を上回り、３月、

４月、７月、10 月、11 月は 2,000 組を超え、最も多いのは 10 月の 2,994 組だった。 

・例年実施が少ない１月、２月も伸びが見られ、冬場の需要の高まりが見られた。 
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＊＊＊令和５年沖縄リゾートウェディングの特徴＊＊＊ 

 

１．月別挙式状況 

 トップシーズン☆ 10 月(2,994 組)、11 月(2,584 組)、４月(2,482 組)の順に多い。 

ボトムシーズン★ １月(954 組)、８月(1,076 組)、１２月(1,327 組)の順に少ない。 

・対前年比の伸び率が最も大きいのは２月（307.4％増）となった。 

・通常ボトム期の冬場の実施が増えており、実施時期の平準化が見られる。 

 

２．ウェディングスタイルの状況 

 

 

（１）これまでは最も人気があるスタイルは、チャペルウェディングであったが、令和

５年は、沖縄のビーチなどで写真を撮る「フォトウェディング」の実施が最も多く

なり、全体の 51.8％を占めた。 

（２）フォトウェディングに続き人気が高いのは、チャペルウェディングで、全体の

46.4％を占めている。 

（３）また全体の約 1.8％と割合的には低いが、以下のような挙式も実施されている。 

○ホテルウェディング…ホテルのバンケットルーム等で行われる挙式 

○ビーチウェディング…海を目の前にした絶好のロケーションで挙式 

○レストランウェディング…沖縄の食材を使った料理を味わいながらカジュアルな雰囲気で 

楽しめる挙式 

○琉装ウェディング…琉球王朝時代の正装をまとっての挙式 

 

３．市町村別挙式組数の状況 

  恩納村、北谷町、宮古島市、豊見城市、読谷村、名護市で全体の約 73.6％を占め、

次いで、石垣市、宜野座村、糸満市の順で件数が多くなっている。 

 

４．リーガルウェディングの実施状況 

  海外組数は 552 組で、そのうちリーガルウェディング実施は 77 組となった。 

実施された市町村は７市町村で、読谷村が 29 組と最も多く、恩納村 24 組、名護市

10 組、那覇市７組、糸満市３組、今帰仁村２組、宜野座村２組の順となった。 

 

※リーガルウェディングとは、海外で現地の法律に基づいて挙式をすることであり、国によって条件・形式が

異なる。日本では、戸籍法に基づき婚姻届を市町村役場に届け出ることを指す。 

 

 

 

挙式割合：46.4%     フォト割合：51.8% 

参考資料 
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５．平均参列者数及び平均滞在日数 

国内 平 均 参 列 者：２０.６名（令和４年平均２５.６名） 

      平均滞在日数：新郎新婦３.６日 ／ 参列者２.６日 

海外  平 均 参 列 者：１９.１名（令和２年平均１８.１名） 

   平均滞在日数：新郎新婦４.５日 ／ 参列者３.６日 

・国内・海外ともに、新郎新婦は参列者よりも１日滞在日数が長い。 

・海外の新郎・新婦は、国内の新郎・新婦と比較して約１日滞在日数が長い。 

・海外の参列者は、国内の参列者と比較して約 1 日滞在日数が長い。 

・前年と比較して国内の平均参列者は５名減少している。 

 

６.推計来県者数 

 約２６万３千名の方がリゾートウェディングのために来県していると推計される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．推計経済効果 

 リゾートウェディング顧客の県内消費額は、約４１０億円 と推計。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《算出方法》 

◎国内 

①組数 21,543 組（うち挙式 10,168 組、フォト撮影 11,375 組） 

②平均参列者数 20.6 名（フォト撮影のみの場合は、参列者は 0 名と仮定） 

③平均費用額 挙式 68.0 万円、フォト撮影のみ 16.5 万円（オープン価格/本調査による平均値） 

④国内ウェディング客一人当たりの観光消費額 216,349 円（R4 年度観光統計実態調査） 

⑤県外客消費単価 103,922 円（R4 年度観光統計実態調査） 

挙式費用 10,168 組×680,000 円 

フォト費用 11,375 組×165,000 円 

新郎新婦消費額 21,543 組×2 名×216,349 円 

参列者消費額 10,168 組×20.6 名×103,922 円 

消費額(全体） 39,880,313,272 円 

 

《算出方法》 

◎国内 

 ①組数 21,543 組（うち挙式 10,168 組、フォト撮影 11,375 組） 

②平均参列者数 20.6 名（フォト撮影の場合は、参列者は 0 名と仮定） 

 （10,168 組×22.6 名（新郎新婦 2 名＋参列者 20.6 名））＋11,375 組×（新郎新婦 2 名） 

≒252,546 名 

◎海外 

 ①組数 552 組（うち挙式 480 組、フォト撮影 72 組） 

②平均参列者数 19.1 名（フォト撮影の場合は、参列者は 0 名と仮定） 

 （480 組×21.1 名（新郎新婦 2 名＋参列者 19.1 名））＋72 組×（新郎新婦 2 名） 

≒10,272 名 

     国内 ２５２,５４６名 ＋ 海外 １０,２７２名 ＝ ２６２,８１８名 
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 令和５年度 沖縄県の取り組み 

（１）ブランディング 

  ①ブランドイメージ（静止画）の制作及び発信 

②キービジュアルの制作及び発信 

（２）国内プロモーション 

①国内主要都市２箇所にて沖縄リゾートウェディングフェアを開催 

②横浜において「沖縄・ハワイリゾートウェディングフェア」をハワイ州観光局と

共同開催 

（３）海外プロモーション 

  ①香港ウェディングフェアに出展 

  ②台湾で沖縄リゾートウェディングフェアを開催 

（４）情報発信 

  ①新規チャペルの情報発信 

  ②ウェディング系専門学生 FAM ツアーの実施と情報発信 

  ③県産食材を活用したウェディングパーティーメニューの情報発信 

  ④県内市町村の映える撮影スポットの紹介 

  ⑤ハネムーンアクティビティの紹介 

  ⑥モニターカップルインタビュー記事の掲載 

（５）受入体制整備・県内周知等 

① 県・市町村・観光協会・県内関係企業による「カップルアニバーサリーツーリズ

ム連絡会」を本島、宮古島で開催 

② 事業者向けセミナー（ウェディングフォトセミナー、SNS 発信セミナー、サンセ

ットフォトセミナー）の実施 

 

 

◎海外 

①組数 552 組（うち挙式 480 組、フォト撮影 72 組） 

②平均参列者数 19.1 名（フォト撮影のみの場合は、参列者は 0 名と仮定） 

③平均費用額 挙式 35.7 万円、フォト撮影のみ 16.5 万円（オープン価格/本調査による平均値） 

④海外客一人当たりの観光消費額〈空路〉 93,497 円（R4 年度外国人観光客実態調査） 

挙式費用 480 組×357,000 円 

フォト費用 72 組×165,000 円 

新郎新婦消費額 552 組×2 名×93,497 円 

参列者消費額 480 組×19.1 名×93,497 円 

消費額(全体） 1,143,641,184 円 

 国内 約３９９億円 ＋ 海外 約１１億円 ＝約４１０億円 
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 一般社団法人 沖縄リゾートウェディング協会の紹介  

平成 23 年 4 月、沖縄リゾートウェディングの地位向上と発展を目的に、県内事業者が

これまで各自で行っていた誘致活動などを共同で行うため、ブライダル事業者を中心に

「沖縄リゾートウェディング協会」が設立され、平成 25 年 8 月に正式に一般社団法人と

なる。現在の加入事業者は、令和６年４月末時点、理事９社で会員企業は 138 社となっ

ている。 

当協会の主な取り組みとしては、「沖縄リゾートウェディングフェア」や「沖縄リゾー

トウェディングフォトコンテスト」を実施。  
 また、人材育成として、県外・県内の専門学校及び高校を対象とした出前講座を行っ

ている。  
 その他の取組として、インバウンド受入に関する情報発信や「沖縄リゾートウェディ

ングアンバサダー」を活用した業界向け PR、ハネムーン商品の造成、SNS を活用した

情報発信等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

【統計調査についての問い合わせ】 
沖縄県文化観光スポーツ部 観光振興課 
観光振興課 誘致企画班 
TEL：098-866-2764 
FAX：098-866-2765 

【沖縄リゾートウエディング協会に関する問い合わせ】 

事務局：サンネット株式会社 
〒900-0012 沖縄県那覇市泊 1-3-2 9 階 

Tel 098－860－0670   

E-mail  info@tabi-wedding.com 

WEB  http://www.tabi-wedding.com 

 


